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千
代
田
区
の
災
害
対
策

�

～「
情
報
難
民
ゼ
ロ
」を
め
ざ
し
て
～

（
災
害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド・
千
代
田
区
防
災
フ
ェ
ス
タ
）

千代田
区防
災ア
プリ

災害時緊急輸送バスによる負傷者搬送実証
実験

災害ダッシュボードの活用に係る協定締結式



帰
宅
困
難
者
へ
の
情
報
提
供
を

行
う
災
害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド

大
丸
有
地
区
都
市
再
生
安
全
確
保
計
画
作

成
部
会
の
構
成
員
で
あ
る
三
菱
地
所
は
、
大

丸
有
地
区
都
市
再
生
安
全
確
保
計
画
の
具
体

的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
29
年
度
よ
り

災
害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
実
証
実
験
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
災
害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
と

は
、
帰
宅
困
難
者
対
応
の
シ
ス
テ
ム
で
大
地

震
等
の
災
害
発
生
時
、
大
丸
有
地
区
内
の
帰

宅
困
難
者
等
一
時
受
入
施
設
が
施
設
の
開
設

状
況
や
満
空
情
報
を
シ
ス
テ
ム
に
入
力
す
る

こ
と
で
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
「
丸
の
内

ビ
ジ
ョ
ン
」
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
情
報

が
公
開
さ
れ
、
帰
宅
困
難
者
へ
の
情
報
提
供

及
び
自
発
的
な
移
動
を
可
能
と
し
ま
す
。
イ

ギ
リ
ス
の
首
都
ロ
ン
ド
ン
で
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
活
用
さ
れ
て
い
る
「
ロ
ン
ド
ン
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
」
か
ら
想
起
し
、
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
千
代
田
区
は
三
菱
地
所
と
活
用
に
係
る

協
定
を
締
結
し
、
令
和
６
年
２
月
７
日
よ
り

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
原
則
震
度
５
強
以

上
の
地
震
発
生
時
等
に
運
用
し
ま
す
。

災
害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
機
能

①
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
版

丸
の
内
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
な
ど
大
丸
有
地
区

の
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
（
丸
の
内
ビ
ジ
ョ
ン
）
に
情
報
を
表

示
し
ま
す
。
サ
イ
ネ
ー
ジ
設
置
数
は
、
ビ
ル

24
棟
、
行
幸
地
下
通
路
、
東
京
駅
前
地
下
広

場
な
ど
約
１
０
０
台
。
表
示
内
容
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

等
の
Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
、
都
・
区
・
鉄
道
・
東

京
電
力
等
の
公
式
Ｘ
（
旧Tw

itter

）
の
ポ

ス
ト
情
報
、
帰
宅
困
難
者
等
一
時
受
入
施
設

の
開
設
情
報
な
ど
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー

ス
は
東
日
本
大
震
災
時
に
も
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
に
表
示
し
て
お
り
、
そ
の
必
要
性
や

重
要
性
が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
版

帰
宅
困
難
者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
二
次

元
コ
ー
ド
を
読
み
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
へ
ア
ク

セ
ス
す
る
こ
と
で
、
区
か
ら
の
お
知
ら
せ
や

帰
宅
困
難
者
等
一
時
受
入
施
設
の
開
設
情
報

等
を
確
認
で
き
ま
す
。
マ
ッ
プ
上
の
施
設
を

タ
ッ
プ
す
る
とGoogle M

aps

が
起
動
し
、

そ
の
施
設
ま
で
の
ル
ー
ト
案
内
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
帰
宅
困
難
者
が
多
く
集
ま
る
駅

に
は
、
二
次
元
コ
ー
ド
を
記
載
し
た
ポ
ス

タ
ー
を
掲
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
と
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
版
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
た
め
、
空
い
て
い
る
施
設
へ
自

発
的
に
移
動
を
促
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ポ

ス
タ
ー
は
、
大
丸
有
地
区
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、

Ｊ
Ｒ
東
海
、
東
京
メ
ト
ロ
、
都
営
地
下
鉄
の

協
力
の
も
と
、
掲
出
さ
れ
て
い
ま
す
。（
一

部
は
災
害
時
の
み
の
掲
出
）

③
Ｗ
ｅ
ｂ
版

主
に
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
版
の
内
容
を

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
上
で
閲
覧
で
き
る
も
の
に
な

り
ま
す
。
基
本
的
に
、
一
斉
帰
宅
の
抑
制
と

し
て
約
35
万
人
の
在
勤
者
に
は
勤
め
先
で
待

機
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
と
、
サ
イ
ネ
ー
ジ

の
設
置
場
所
は
主
に
大
丸
有
地
区
の
商
業
・

交
流
ゾ
ー
ン
で
あ
り
、
情
報
を
確
認
し
た
い

帰
宅
困
難
者
で
混
雑
を
発
生
さ
せ
な
い
た

め
、
特
に
在
勤
者
向
け
に
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
版
と
の
違
い
と

し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ-

Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
が
視
聴
可
能
な

た
め
、
外
国
人
対
応
を
行
うTourist 

Inform
ation Center

や
ホ
テ
ル
な
ど
で
も

今
後
活
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

災
害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
活
用
に
よ
り
、

課
題
の
１
つ
で
あ
る
帰
宅
困
難
者
へ
の
迅
速

な
情
報
提
供
に
よ
る
混
雑
回
避
が
期
待
で

き
、
安
全
・
安
心
の
確
保
、
ひ
い
て
は
交
通

機
関
等
の
混
雑
緩
和
な
ど
の
効
果
も
期
待
さ

れ
ま
す
。
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千代田区

大
手
町
•
丸
の
内
•
有
楽
町
地
区

都
市
再
生
安
全
確
保
計
画

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
７
月
、
都
市
再

生
特
別
措
置
法
が
改
正
さ
れ
、
都
市
再
生
安

全
確
保
計
画
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
基
づ
き
、
東
京
都
心
・
臨
海
地
域
都
市

再
生
緊
急
整
備
協
議
会
で
は
、
大
手
町
・
丸

の
内
・
有
楽
町
地
区
（
以
下
、
大
丸
有
地

区
）
に
お
け
る
都
市
防
災
機
能
を
強
化
し
、

同
地
区
の
安
全
確
保
を
目
指
し
た
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め

に
、
都
市
再
生
安
全
確
保
計
画
の
作
成
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
本
計

画
は
、
こ
の
協
議
会
の
下
に
設
置
さ
れ
た
大

丸
有
地
区
都
市
再
生
安
全
確
保
計
画
作
成
部

会
に
お
い
て
承
認
し
、
作
成
し
た
も
の
で
す
。

都
市
再
生
安
全
確
保
計
画
の
意
義
は
、

「
本
計
画
の
策
定
・
運
用
に
よ
り
、
平
常
時

に
限
ら
ず
災
害
時
に
お
い
て
も
都
市
の
安
全

確
保
を
新
た
な
付
加
価
値
と
し
て
位
置
づ

け
、
高
い
国
際
競
争
力
を
有
す
る BCD

（Business Continuity D
istrict

：
業
務
継

続
地
区
）
を
目
指
す
こ
と
」。
目
的
は
、「
こ

れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
蓄
積
を
踏
ま
え
、

公
民
連
携
の
下
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

一
環
と
し
て
、
都
市
防
災
機
能
を
強
化
し
、

地
区
の
安
全
の
重
層
的
な
確
保
を
目
指
し
た

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
取
組
み
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
」
で
具
体
的
に
は
次
の
２
点
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
①
日
本
経
済
の
中
枢
機
能

を
担
う
大
丸
有
地
区
の
業
務
継
続
力
の
強

化
、
②
日
本
有
数
の
業
務
、
交
流
・
文
化
地

区
と
し
て
滞
在
者
す
べ
て
の
安
全
・
安
心
の

確
保
」。
基
本
理
念
、
計
画
の
目
標
等
に
つ

い
て
は
、
左
記
三
角
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。

大
丸
有
地
区
に
お
け
る
帰
宅
困
難
者
対
応
シ
ス
テ
ム「
災
害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
」

千
代
田
区
は
、区
民
約
６
万
９
千
人
に
対
し
て
昼
間
人
口
が
約
90
万
人
と
言
わ
れ
、帰
宅
困
難
者
対
策
が
大
き
な
課
題
の
１
つ
で
す
。特
に

昼
間
人
口
の
多
い
大
丸
有
地
区
で
は
多
く
の
帰
宅
困
難
者
の
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、区
は
三
菱
地
所
株
式
会
社
が
開
発

し
た
、帰
宅
困
難
者
対
応
シ
ス
テ
ム「
災
害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
」を
活
用
し
て
い
ま
す
。ま
た
、９
月
に
は
区
内
の
子
ど
も
・
子
育
て
世
代
の
防

災
意
識
の
向
上
を
図
る
千
代
田
区
防
災
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。特
集
で
は
、こ
の
２
つ
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

千
代
田
区
の
災
害
対
策�

～「
情
報
難
民
ゼ
ロ
」を
め
ざ
し
て
～

�

（
災
害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド・
千
代
田
区
防
災
フ
ェ
ス
タ
）
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帰
宅
困
難
者
へ
の
情
報
提
供
を

行
う
災
害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド

大
丸
有
地
区
都
市
再
生
安
全
確
保
計
画
作

成
部
会
の
構
成
員
で
あ
る
三
菱
地
所
は
、
大

丸
有
地
区
都
市
再
生
安
全
確
保
計
画
の
具
体

的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
29
年
度
よ
り

災
害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
実
証
実
験
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
災
害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
と

は
、
帰
宅
困
難
者
対
応
の
シ
ス
テ
ム
で
大
地

震
等
の
災
害
発
生
時
、
大
丸
有
地
区
内
の
帰

宅
困
難
者
等
一
時
受
入
施
設
が
施
設
の
開
設

状
況
や
満
空
情
報
を
シ
ス
テ
ム
に
入
力
す
る

こ
と
で
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
「
丸
の
内

ビ
ジ
ョ
ン
」
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
情
報

が
公
開
さ
れ
、
帰
宅
困
難
者
へ
の
情
報
提
供

及
び
自
発
的
な
移
動
を
可
能
と
し
ま
す
。
イ

ギ
リ
ス
の
首
都
ロ
ン
ド
ン
で
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
活
用
さ
れ
て
い
る
「
ロ
ン
ド
ン
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
」
か
ら
想
起
し
、
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
千
代
田
区
は
三
菱
地
所
と
活
用
に
係
る

協
定
を
締
結
し
、
令
和
６
年
２
月
７
日
よ
り

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
原
則
震
度
５
強
以

上
の
地
震
発
生
時
等
に
運
用
し
ま
す
。

災
害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
機
能

①
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
版

丸
の
内
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
な
ど
大
丸
有
地
区

の
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
（
丸
の
内
ビ
ジ
ョ
ン
）
に
情
報
を
表

示
し
ま
す
。
サ
イ
ネ
ー
ジ
設
置
数
は
、
ビ
ル

24
棟
、
行
幸
地
下
通
路
、
東
京
駅
前
地
下
広

場
な
ど
約
１
０
０
台
。
表
示
内
容
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

等
の
Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
、
都
・
区
・
鉄
道
・
東

京
電
力
等
の
公
式
Ｘ
（
旧Tw

itter

）
の
ポ

ス
ト
情
報
、
帰
宅
困
難
者
等
一
時
受
入
施
設

の
開
設
情
報
な
ど
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー

ス
は
東
日
本
大
震
災
時
に
も
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
に
表
示
し
て
お
り
、
そ
の
必
要
性
や

重
要
性
が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
版

帰
宅
困
難
者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
二
次

元
コ
ー
ド
を
読
み
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
へ
ア
ク

セ
ス
す
る
こ
と
で
、
区
か
ら
の
お
知
ら
せ
や

帰
宅
困
難
者
等
一
時
受
入
施
設
の
開
設
情
報

等
を
確
認
で
き
ま
す
。
マ
ッ
プ
上
の
施
設
を

タ
ッ
プ
す
る
とGoogle M

aps

が
起
動
し
、

そ
の
施
設
ま
で
の
ル
ー
ト
案
内
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
帰
宅
困
難
者
が
多
く
集
ま
る
駅

に
は
、
二
次
元
コ
ー
ド
を
記
載
し
た
ポ
ス

タ
ー
を
掲
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
と
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
版
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
た
め
、
空
い
て
い
る
施
設
へ
自

発
的
に
移
動
を
促
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ポ

ス
タ
ー
は
、
大
丸
有
地
区
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、

Ｊ
Ｒ
東
海
、
東
京
メ
ト
ロ
、
都
営
地
下
鉄
の

協
力
の
も
と
、
掲
出
さ
れ
て
い
ま
す
。（
一

部
は
災
害
時
の
み
の
掲
出
）

③
Ｗ
ｅ
ｂ
版

主
に
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
版
の
内
容
を

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
上
で
閲
覧
で
き
る
も
の
に
な

り
ま
す
。
基
本
的
に
、
一
斉
帰
宅
の
抑
制
と

し
て
約
35
万
人
の
在
勤
者
に
は
勤
め
先
で
待

機
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
と
、
サ
イ
ネ
ー
ジ

の
設
置
場
所
は
主
に
大
丸
有
地
区
の
商
業
・

交
流
ゾ
ー
ン
で
あ
り
、
情
報
を
確
認
し
た
い

帰
宅
困
難
者
で
混
雑
を
発
生
さ
せ
な
い
た

め
、
特
に
在
勤
者
向
け
に
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
版
と
の
違
い
と

し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ-

Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
が
視
聴
可
能
な

た
め
、
外
国
人
対
応
を
行
うTourist 

Inform
ation Center

や
ホ
テ
ル
な
ど
で
も

今
後
活
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

災
害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
活
用
に
よ
り
、

課
題
の
１
つ
で
あ
る
帰
宅
困
難
者
へ
の
迅
速

な
情
報
提
供
に
よ
る
混
雑
回
避
が
期
待
で

き
、
安
全
・
安
心
の
確
保
、
ひ
い
て
は
交
通

機
関
等
の
混
雑
緩
和
な
ど
の
効
果
も
期
待
さ

れ
ま
す
。
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B
e
t
a
」
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。「
災

害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
2
・
0
」
で
行
っ
た
、

負
傷
者
の
バ
ス
搬
送
実
証
実
験
後
に
関
係
者

で
検
討
を
重
ね
、
令
和
４
年
１
月
20
日
に
災

害
時
緊
急
輸
送
バ
ス
に
関
す
る
協
定
を
千
代

田
区
、
日
の
丸
自
動
車
興
業
、
三
菱
地
所
、

東
日
本
旅
客
鉄
道
（
J
R
東
日
本
）
に
て
締

結
し
、
本
協
定
に
基
づ
く
初
訓
練
も
行
い
ま

し
た
。
続
く
令
和
４
年
度
に
は
、「
災
害

ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
B
e
t
a
＋
（
ベ
ー
タ
プ

ラ
ス
）
」
と
し
て
、
避
難
者
・
帰
宅
困
難
者

に
向
け
て
発
信
す
る
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ

プ
に
載
せ
、
鉄
道
駅
へ
の
二
次
元
コ
ー
ド
掲

出
に
よ
る
展
開
実
証
も
行
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
２
月
に
先
行
機
能
を
「
災
害

ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
B
e
t
a
」
と
し
て
社
会

実
装
し
た
時
期
に
「
災
害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド

B
e
t
a
３
」
実
証
実
験
も
行
い
、
東
京
駅

周
辺
防
災
隣
組
（
地
域
協
力
会
）
負
傷
者
搬

送
チ
ー
ム
が
、
緊
急
輸
送
バ
ス
を
活
用
し
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
負
傷
者
搬
送

位
置
情
報
も
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
で
確
認
す
る

実
証
実
験
も
行
い
ま
し
た
。

例
年
実
施
し
て
き
た
実
証
実
験
を
踏
ま

え
、
今
年
２
月
14
日
に
東
京
都
・
千
代
田
区

合
同
帰
宅
困
難
者
対
策
訓
練
を
東
京
駅
周
辺

平
成
29
年
度
よ
り

実
証
実
験
を
開
始

災
害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
を
開
発
し
た
三
菱

地
所
で
は
、
平
成
29
年
度
よ
り
毎
年
そ
の
実

証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
平
成

29
年
度
千
代
田
区
帰
宅
困
難
者
対
応
訓
練
」

に
合
わ
せ
た
大
丸
有
地
区
に
お
け
る
防
災
の

取
り
組
み
と
し
て
、
同
地
区
の
鉄
道
・
不
動

産
事
業
者
等
が
災
害
時
の
状
況
把
握
、
帰
宅

困
難
者
対
策
、
負
傷
者
対
応
に
活
用
す
る
た

め
、
試
験
的
に
開
発
し
た
災
害
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
を
使
い
、
三
菱
地
所
を
は
じ
め
10
事

業
者
に
ラ
イ
ブ
映
像
を
配
信
す
る
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

続
く
平
成
30
年
度
に
は
、
前
年
発
表
し
た

災
害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
機
能
を
よ
り
強
化

し
た
「
災
害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
2
・
0
」
を

活
用
し
た
実
証
実
験
を
、
千
代
田
区
・
鉄
道

各
社
・
バ
ス
事
業
者
・
ビ
ル
事
業
者
と
連
携

し
て
実
施
し
ま
し
た
。
実
施
内
容
は
、

W
e
b
画
面
を
通
じ
た
千
代
田
区
災
害
対
策

本
部
・
駅
周
辺
・
道
路
・
仮
救
護
所
等
の
状

況
把
握
、
負
傷
者
の
発
生
・
搬
送
・
ト
リ

ア
ー
ジ
に
よ
る
重
症
度
判
定
の
W
e
b
上
で

の
俯
瞰
等
を
行
い
ま
し
た
。

で
開
催
し
ま
し
た
。
都
内
の
自
治
体
職
員
や

区
内
の
協
力
企
業
社
員
、
区
内
の
外
国
語
学

校
の
生
徒
等
、
約
１
０
０
人
が
訓
練
に
参
加

し
ま
し
た
。
災
害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
が
英
語

対
応
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
外
国
の
方
に
対

し
て
も
、
施
設
へ
の
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
を
行
う
こ

と
が
で
き
、
そ
の
有
効
性
を
確
認
で
き
ま
し

た
。今

後
も
災
害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
は
公
民
連

携
の
も
と
、
様
々
な
機
能
の
拡
充
を
検
討
し

進
化
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

令
和
元
年
度
か
ら
は

Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
等
の
情
報
提
供

令
和
元
年
度
に
は
、
各
事
業
者
と
の
連
携

も
行
い
な
が
ら
、「
災
害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド

3
・
0
」
の
実
証
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

実
施
内
容
は
、
首
都
直
下
地
震
を
想
定
し
た

Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
模
擬
画
面
を
約
１
０
０
台
の

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
版
で
放
映
し
、
災
害

時
の
発
信
情
報
入
力
を
英
中
韓
３
か
国
語
に

自
動
翻
訳
し
サ
イ
ネ
ー
ジ
と
W
e
b
上
に
反

映
さ
せ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
は
、「
災
害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー

ド
4
・
0
」
と
し
て
、
引
き
続
き
サ
イ
ネ
ー

ジ
へ
の
放
映
を
行
い
つ
つ
、
帰
宅
困
難
者
受

入
施
設
で
の
入
退
館
受
付
業
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
（
二
次
元
コ
ー
ド
）
実
証
、
受
入
施
設
周

辺
の
混
雑
状
況
見
え
る
化
実
証
を
行
い
ま
し

た
。巡

回
バ
ス
に
よ
る
負
傷
者
輸
送
、

鉄
道
駅
と
連
携
し
た
情
報
発
信

「
災
害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
4
・
0
」
の
機

能
を
さ
ら
に
強
化
し
、
社
会
実
装
に
向
け
た

実
証
実
験
を
、
令
和
３
年
度
に
社
会
実
装
を

狙
い
始
め
た
「
災
害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド

進
化
を
続
け
て
い
る
災
害
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
実
証
実
験
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子
ど
も・
子
育
て
世
代
に
向
け
た
防
災
イ
ベン
ト・
千
代
田
区
防
災
フェス
タ

防
災
意
識
の
醸
成
と
防
災
ポ
ー
タ
ル
・

ア
プ
リ
の
認
知
度
向
上
を
図
る

千
代
田
区
で
は
、
区
民
の
防
災
意
識
向
上

を
目
的
と
し
た
防
災
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
が
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
・
子

育
て
世
代
の
参
加
率
が
伸
び
悩
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
４
月
か
ら
運
用
を
開
始
し

た
新
た
な
情
報
発
信
ツ
ー
ル
で
あ
る
「
千
代

田
区
防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
お
よ
び
「
千

代
田
区
防
災
ア
プ
リ
」
の
認
知
度
向
上
と
そ

の
利
用
促
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
点
を
踏
ま
え
、
防
災
意
識
の
普
及
啓

発
や
防
災
ア
プ
リ
の
周
知
等
を
行
え
る
よ

う
、
来
場
者
が
楽
し
み
な
が
ら
防
災
に
触
れ

て
も
ら
え
る
「
千
代
田
区
防
災
フ
ェ
ス
タ
」

を
区
と
し
て
初
め
て
実
施
し
ま
す
。

千
代
田
区
防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
は
、

平
常
時
に
は
千
代
田
区
か
ら
の
防
災
に
関
す

る
お
知
ら
せ
や
防
災
知
識
、
各
種
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・
交
通
・
気
象
情

報
等
を
確
認
で
き
る
W
e
b
サ
イ
ト
で
、
災

害
時
に
は
災
害
モ
ー
ド
に
画
面
が
切
り
替
わ

り
、
緊
急
の
お
知
ら
せ
や
避
難
指
示
等
発
令

情
報
避
難
情
報
等
を
確
認
で
き
ま

す
。
防
災
ア
プ
リ
は
防
災
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
の
内
容
に
プ
ラ
ス
し
て
、

プ
ッ
シ
ュ
通
知
や
ア
プ
リ
登
録
者

の
み
で
連
絡
を
取
り
合
え
る
機
能

が
あ
り
ま
す
。
区
と
し
て
こ
の
防

災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
防

災
ア
プ
リ
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、
災
害
発

生
時
に
情
報
収
集
等
、
有

効
活
用
し
て
も
ら
い
た
い

た
め
、
防
災
フ
ェ
ス
タ
の

中
で
大
々
的
に
P
R
を
し

て
い
き
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

楽
し
み
な
が
ら
防
災
を
学
ぶ

そ
ん
な
千
代
田
区
防
災
フ
ェ
ス
タ
は
９
月

28
日
（
日
）
に
日
比
谷
公
園
で
実
施
す
る
予

定
で
す
。
本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
子
ど
も
や
そ

の
親
が
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
つ
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
体
験
型
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
協
力
企
業
等
が
出
展
し
、
各
社

の
防
災
に
関
す
る
取
組
や
災
害
時
の
お
役
立

ち
情
報
を
知
っ
て
も
ら
う
展
示
ブ
ー
ス
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
で
構
成
す
る
予
定
で
す
。

ま
だ
ま
だ
企
画
調
整
中
で
す
が
、
来
場
い

た
だ
い
た
区
民
等
の
防
災
意
識
を
啓
発
で
き

る
よ
う
、
様
々
な
情
報
・
知
識
を
身
に
着
け

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
よ

う
に
取
り
組
み
ま
す
。

災
害
は
い
つ
や
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
こ
こ
ま
で
や
れ
ば
十
分
と
い
う
明

確
な
ゴ
ー
ル
も
あ
り
ま
せ
ん
。
千
代
田
区
で

は
、
災
害
時
に
区
か
ら
の
情
報
を
得
る
こ
と
が

出
来
な
い
「
情
報
難
民
」
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と

を
め
ざ
し
、
今
後
も
区
民
や
帰
宅
困
難
者
へ
の

支
援
策
の
検
討
や
展
開
を
し
て
い
き
ま
す
。
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防
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田
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防
災
フェス
タ

防
災
意
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の
醸
成
と
防
災
ポ
ー
タ
ル
・

ア
プ
リ
の
認
知
度
向
上
を
図
る

千
代
田
区
で
は
、
区
民
の
防
災
意
識
向
上

を
目
的
と
し
た
防
災
イ
ベ
ン
ト
を
実
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し
て
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ま
し
た
が
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次
世
代
を
担
う
子
ど
も
・
子

育
て
世
代
の
参
加
率
が
伸
び
悩
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ま

す
。
ま
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、
今
年
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ら
運
用
を
開
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し
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新
た
な
情
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る
「
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代
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サ
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お
よ
び
「
千

代
田
区
防
災
ア
プ
リ
」
の
認
知
度
向
上
と
そ

の
利
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促
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が
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い
ま
す
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そ
の

よ
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な
点
を
踏
ま
え
、
防
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意
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の
普
及
啓

発
や
防
災
ア
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リ
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知
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を
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よ
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、
来
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が
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が
ら
防
災
に
触
れ

て
も
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え
る
「
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田
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防
災
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区
と
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て
初
め
て
実
施
し
ま
す
。
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代
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防
災
ポ
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サ
イ
ト
と
は
、

平
常
時
に
は
千
代
田
区
か
ら
の
防
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に
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お
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せ
や
防
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知
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、
各
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ハ
ザ
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フ
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・
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通
・
気
象
情
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等
を
確
認
で
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る
W
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で
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時
に
は
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に
画
面
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替
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、
緊
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の
お
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せ
や
避
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指
示
等
発
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プ
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は
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サ
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ト
の
内
容
に
プ
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て
、

プ
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通
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や
ア
プ
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で
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る
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と
防

災
ア
プ
リ
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、
災
害
発

生
時
に
情
報
収
集
等
、
有
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、
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の
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で
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的
に
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を
し

て
い
き
ま
す
。

イ
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や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

楽
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み
な
が
ら
防
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を
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そ
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な
千
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は
９
月

28
日
（
日
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に
日
比
谷
公
園
で
実
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す
る
予

定
で
す
。
本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
子
ど
も
や
そ

の
親
が
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
ス
テ
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ジ
イ
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ト
、
い
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と
い
う
と
き
に
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キ
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を
身
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け
ら
れ
る
体
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、
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等
が
出
展
し
、
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の
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に
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る
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や
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お
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報
を
知
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て
も
ら
う
展
示
ブ
ー
ス
、
ス
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プ
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等
で
構
成
す
る
予
定
で
す
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ま
だ
ま
だ
企
画
調
整
中
で
す
が
、
来
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い

た
だ
い
た
区
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等
の
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意
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を
啓
発
で
き
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よ
う
、
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な
情
報
・
知
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を
身
に
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て
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た
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る
よ
う
な
イ
ベ
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ト
と
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る
よ

う
に
取
り
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み
ま
す
。

災
害
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つ
や
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て
く
る
か
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。
ま
た
、
こ
こ
ま
で
や
れ
ば
十
分
と
い
う
明

確
な
ゴ
ー
ル
も
あ
り
ま
せ
ん
。
千
代
田
区
で

は
、
災
害
時
に
区
か
ら
の
情
報
を
得
る
こ
と
が

出
来
な
い
「
情
報
難
民
」
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と

を
め
ざ
し
、
今
後
も
区
民
や
帰
宅
困
難
者
へ
の

支
援
策
の
検
討
や
展
開
を
し
て
い
き
ま
す
。

巻頭特集 423_ 下版� 25/05/28

東京駅（丸の内線）に災害ダッシュボード
二次元コードを掲出エリア巡回バス「丸の内シャトル」負傷者をシャトルバスに乗せる様子

平常時ポータルサイト

災害時ポータルサイト

実証実験の様子

千代田区
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新
任
研
修
（
記
念
講
演
）

4
月
9
日
（
水
）
に
、
令
和
7
年
度

の
新
任
研
修
（
記
念
講
演
）
を
大
田
区

総
合
体
育
館
に
て
実
施
し
、
新
規
採
用

職
員
2
3
3
6
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
特
別
区
長
会
会
長
の
吉

住
健
一
新
宿
区
長
か
ら
「『
個
』
が
集

ま
る
こ
と
で
、『
組
織
』
の
力
の
源
泉

と
な
る
よ
う
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
23
区
・
一
部
事
務
組
合
の
職

員
に
は
柔
軟
性
や
独
自
性
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
触
れ
た
上
で
、
ご
自
身

の
経
験
を
踏
ま
え
な
が
ら
「
一
人
一
人

が
職
場
に
お
い
て
自
分
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
果
た
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
一

つ
の
大
き
な
仕
事
が
で
き
上
が
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
行
政
機
関
の
仕
事
に

な
っ
て
い
く
。」
と
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
続
け
て
聖
徳
太
子
の
十
七
条

の
憲
法
を
絡
め
、
周
囲
と
の
和
や
つ
な

が
り
、
相
談
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ

い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
の
講
演
で
は
、
競
泳
オ
リ
ン
ピ
ア

ン
・
元
世
界
水
泳
王
者
の
古
賀
淳
也
講

師
か
ら
「
自
分
の
好
き
を
見
つ
け
る

～『
好
し
』
と
思
え
る
視
点
を
持
つ
～
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

古
賀
講
師
か
ら
は
、
ご
自
身
の
競
泳

選
手
と
し
て
の
経
験
な
ど
か
ら
、「
好

き
と
思
え
る
こ
と
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

や
前
を
向
く
原
動
力
に
な
る
。
そ
し

て
、
周
囲
と
助
け
合
い
な
が
ら
仕
事
に

向
き
あ
っ
て
ほ
し
い
。」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は

研
修
生
よ
り
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら

れ
、
特
別
区
を
世
界
一
の
ま
ち
に
し
た

い
と
考
え
る
研
修
生
か
ら
の
、
世
界
一

に
な
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
と

の
質
問
に
は
、「
自
分
自
身
の
こ
だ
わ

り
は
し
っ
か
り
持
ち
つ
つ
、
周
囲
の
声

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
で
も

自
分
自
身
で
変
え
て
い
く
と
い
う
気
持

ち
を
一
人
一
人
が
持
つ
こ
と
。」
と
、
大

変
貴
重
な
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
生
か
ら
は
、「
仕
事
で
は
好
き

な
分
野
を
見
つ
け
、
興
味
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
な
心
構
え

だ
と
学
ん
だ
。」、「
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け

て
、
ど
ん
な
仕
事
も
好
し
と
思
え
る
瞬

間
を
見
つ
け
る
。
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手

と
事
務
職
で
も
共
通
し
て
言
え
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。」
と
い
っ
た
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

新
任
研
修
（
前
期
・
経
験
者
）

4
月
4
日
か
ら
5
月
2
日
に
か
け
て

新
任
研
修
（
前
期
・
経
験
者
）
を
実
施

し
ま
し
た
。
4
月
4
日
か
ら
4
月
25
日

の
期
間
中
に
、
3
日
間
を
単
位
と
し

て
、
新
任
研
修
（
前
期
）
を
5
回
実
施

し
、
4
月
28
日
か
ら
5
月
2
日
の
期
間

中
に
、
2
日
間
を
単
位
と
し
て
、
経
験

者
採
用
職
員
を
対
象
と
し
た
新
任
研
修

（
経
験
者
）
を
2
回
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
で
は
、
特
別
区
職
員
と
し

て
の
知
識
の
習
得
と
意
識
の
確
立
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
組
織
や
仕
事

の
進
め
方
の
基
礎
知
識
、
地
方
自
治
の

仕
組
み
や
特
別
区
制
度
、
公
務
員
倫
理

や
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
講
義
や
事
例
演

習
、
班
討
議
等
を
交
え
実
施
し
ま
し
た
。

各
科
目
の
講
師
と
し
て
、
各
区
・
一

部
事
務
組
合
の
職
員
延
べ
2
1
3
名
の

方
々
に
登
壇
し
て
い
た
だ
き
、
講
師
自

身
の
新
任
職
員
時
代
の
体
験
談
や
、
こ

れ
ま
で
の
職
務
上
の
実
体
験
を
交
え
て

講
義
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
研

修
生
は
、
活
気
に
満
ち
溢
れ
た
様
子
で

討
議
・
意
見
交
換
を
行
い
、
特
別
区
の

職
員
に
求
め
ら
れ
る
基
礎
知
識
を
得
る

と
と
も
に
、
区
を
越
え
た
仲
間
作
り
が

で
き
た
よ
う
で
す
。

研
修
生
か
ら
は
、「
仕
事
を
ど
う
進

め
て
い
く
の
か
、
進
め
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
立
ち
回
り
が
必
要
か
を
学
べ

た
。」、「
区
民
の
方
か
ら
税
金
を
徴
収

す
る
立
場
に
あ
る
の
で
、
そ
の
税
金
に

つ
い
て
詳
し
く
知
り
、
区
民
の
方
々
に

説
明
で
き
る
よ
う
に
勉
強
し
た
い
。」、

「
全
体
の
奉
仕
者
、
公
務
員
と
し
て
の

プ
ロ
意
識
を
待
っ
て
仕
事
に
あ
た
り
た

い
。」
と
い
っ
た
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

研
修
所
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

新
任
研
修
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

講
師
と
し
て
ご
登
壇
い
た
だ
い
た
各

区
・
一
部
事
務
組
合
の
皆
様
及
び
研
修

担
当
の
皆
様
に
、
多
大
な
る
ご
協
力
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

研
修
生
の
み
な
さ
ん
へ
。
新
任
研
修

を
通
し
て
、
新
し
い
仲
間
と
出
会
え
た

こ
と
は
貴
重
な
財
産
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
や
得

た
も
の
が
、
こ
れ
か
ら
の
公
務
員
生
活

の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
み
な
さ

ん
の
今
後
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
応
援
し

て
お
り
ま
す
。（

特
別
区
職
員
研
修
所
）

令和7年度　新任研修（記念講演・前期・経験者） 
を実施しました

【講演】特別区長会会長 
吉住 健一　新宿区長

【講演】競泳オリンピアン・元世界水泳王者 
古賀 淳也　講師

【新任研修（前期）】発表の様子
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■
厚
生
関
係
施
設

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務

組
合
は
、
23
区
の
共
同
処
理

事
務
と
し
て
厚
生
関
係
施
設

（
更
生
施
設
、
宿
所
提
供
施

設
及
び
宿
泊
所
）
を
設
置
・

管
理
し
て
い
ま
す
。
厚
生
関

係
施
設
は
、
生
活
に
困
窮
し

て
い
る
方
や
居
所
に
困
っ
て

い
る
方
に
対
す
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
一
翼
を
担
う

も
の
で
す
。
現
在
、
生
活
保

護
法
に
基
づ
く
保
護
施
設
で

あ
る
更
生
施
設
7
施
設
（
男

性
単
身
5
施
設
、
女
性
単
身

2
施
設
）
及
び
宿
所
提
供
施

設
（
以
下
「
宿
提
」
と
い
い

ま
す
。）
9
施
設
並
び
に
社

会
福
祉
法
に
基
づ
く
宿
泊
所

4
施
設
の
合
計
20
施
設
を
設

置
・
管
理
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
生
活
保
護
法
に
基

づ
く
救
護
施
設
へ
の
種
別
転

換
に
伴
う
改
築
工
事
を
実
施

す
る
た
め
、
令
和
7
年
3
月

31
日
を
も
っ
て
、
更
生
施
設

淀
橋
荘
に
つ
い
て
は
廃
止
し

ま
し
た
。
宿
提
淀
橋
荘
及
び

宿
泊
所
高
浜
荘
は
改
築
工
事

の
た
め
、
事
業
を
休
止
し
て

い
ま
す
。

■
利
用
状
況

図
1
は
直
近
10
年
間
の
厚
生
関
係
施
設
入
所
者
数

（
※
1
）
を
示
し
た
も
の
で
す
。
令
和
6
年
度
は
、
厚

生
関
係
施
設
（
更
生
施
設
9
施
設
（（
社
福
）
特
別
区

社
会
福
祉
事
業
団
設
置
更
生
施
設
塩
崎
荘
を
含
む
。）

及
び
宿
提
9
施
設
並
び
に
宿
泊
所
3
施
設
）
合
計
で

1
3
1
1
世
帯
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
か
ら
受
入
れ
世
帯
数
は
対
前
年
度
比
で

減
少
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
4
年
度
は
増
加
に

転
じ
、
令
和
6
年
度
下
半
期
か
ら
年
度
末
の
更
生
施
設

淀
橋
荘
廃
止
及
び
宿
提
淀
橋
荘
休
止
に
向
け
て
実
施
し

た
入
所
制
限
・
停
止
の
影
響
が
あ
る
も
の
の
、
引
き
続

き
令
和
6
年
度
も
概
ね
同
水
準
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
度
末
入
所
率
も
同
様
に
、
令
和
4
年
度
か
ら

上
昇
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

■
入
所
原
因

図
2
は
更
生
施
設
の
令
和
6
年
度
に
お
け
る
男
女
別

入
所
原
因
を
割
合
で
示
し
た
も
の
で
す
。
男
女
共
に
居

厚生関係施設の利用実績・サービスのあり方
検討委員会検討結果

※1　入所者数…1年間に施設で新たに受け入れた世帯数
※2　令和元年度・2年度に宿所提供施設及び宿泊所の種別転換があり、宿提は5施設から9施設、
　　  宿泊所は7施設から4施設の体制となったことが、当該年度の入所実績の増減に大きく影響しています。
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図１ 厚生関係施設入所実績・入所率

更生施設 宿提 宿泊所 年度末入所率
（単位：世帯） （単位：％）
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（※2）

9797

27年度 28年度 29年度 30年度 ２年度元年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

544 544 
575 575 550 550 578578

743743

119119

583583

518518

105105

629629
609609

107107

583583

607607

121121

985 985 
863863

0%  20%  40%  60%  80%  100%

女性

男性

図２ 更生施設（塩崎荘を含む）の入所原因
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所
が
な
く
生
活
に
困
窮
し
た
方
が
4
割
強
を
占
め
て
お

り
、
女
性
に
つ
い
て
は
そ
れ
に
次
い
で
病
院
退
院
後
に

帰
来
先
が
な
い
方
も
4
割
弱
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
利
用
者
に
は
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
一
定

程
度
お
り
、
同
年
度
末
時
点
で
の
状
況
と
し
て
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
は
男
性
施
設
で
19
％
、
女
性
施

設
で
34
％
程
度
の
方
が
所
持
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
つ
い
て
は
、
男
性
施
設
で

12
％
、
女
性
施
設
で
4
％
程
度
の
方
が
そ
の
診
断
を
受

け
て
い
ま
す
。
近
年
精
神
疾
患
を
抱
え
る
方
の
割
合
が

増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
地
域
で
の
居
宅
生
活
に
向
け
て

よ
り
適
切
な
支
援
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

図
3
は
宿
提
及
び
宿
泊
所
の
令
和
6
年
度
に
お
け
る

入
所
原
因
を
割
合
で
示
し
た
も
の
で
す
。
現
在
、
宿
提

及
び
宿
泊
所
で
は
緊
急
一
時
保
護
事
業
を
実
施
し
、
居

所
を
喪
失
し
緊
急
対
応
を
要
す
る
世
帯
の
受
入
れ
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
受
入
れ
対
象
者
は
、
り
災
に
よ
り
居

所
を
失
っ
た
方
を
除
き
、
女
性
単
身
又
は
家
族
で
あ

り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
等
か
ら
の
暴
力
（
D
V
）
及
び
離

婚
・
親
族
不
和
な
ど
家
庭
内
の
問
題
で
緊
急
対
応
を
必

要
と
す
る
方
が
、
宿
提
で
36
％
、
宿
泊
所
で
は
70
％
程

度
を
占
め
て
い
ま
す
。
緊
急
一
時
保
護
事
業
で
の
施
設

の
利
用
期
間
は
原
則
3
か
月
で
す
。
利
用
期
間
を
延
長

し
た
世
帯
の
割
合
は
、
近
年
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た

が
、
昨
年
度
か
ら
4
ポ
イ
ン
ト
増
え
約
46
％
程
度
と
な

り
、
短
期
で
の
自
立
が
困
難
な
世
帯
が
半
数
近
く
の
割

合
を
占
め
て
い
ま
す
。

■
厚
生
関
係
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

令
和
5
年
7
月
、
特
別
区
福
祉
主
管
部
長
会
は
「
厚

生
関
係
施
設
等
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て　

厚
生
関

係
施
設
再
編
整
備
計
画
（
平
成
31
年
度
～
40
年
度
）」

の
中
間
年
度
に
当
た
る
こ
と
か
ら
こ
の
計
画
の
見
直
し

を
行
い
、「
厚
生
関
係
施
設
再
編
整
備
計
画　

平
成
31

年
度
（
令
和
元
年
度
）
～
令
和
10
年
度
【
中
間
見
直
し

版
】」
を
取
り
ま
と
め
、
同
年
9
月
の
特
別
区
長
会
で

報
告
し
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
報
告
を
取
り
ま
と
め
る
に
当
た
り
、
多
様
な
事

業
者
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
参
入
す
る
今
日
に
お
い
て

も
、
厚
生
関
係
施
設
に
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
公

的
役
割
の
強
み
を
生
か
し
、
利
用
者
に
寄
り
添
っ
た
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

改
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
報
告
に
基
づ
き
、
同
年
11
月
特
別
区
福

祉
主
管
部
長
会
第
1
部
会
に
「
厚
生
関
係
施
設
の
サ
ー

ビ
ス
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」（
以
下
「
検
討
委
員
会
」

と
い
い
ま
す
。）
が
設
置
さ
れ
、
一
昨
年
度
増
加
に
転

じ
た
厚
生
関
係
施
設
の
入
所
率
の
さ
ら
な
る
向
上
に
向

け
て
具
体
的
な
取
組
の
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
検
討
の
経
過
）

検
討
委
員
会
は
、
事
前
調
査
を
含
め
約
1
年
に
わ
た

り
検
討
を
重
ね
、
そ
の
結
果
を
検
討
報
告
書
と
し
て
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
検
討
報
告
書
は
、
最
終
的
に

令
和
7
年
3
月
の
特
別
区
福
祉
主
管
部
長
会
に
お
い
て

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

（
主
な
検
討
結
果
）

令
和
7
年
度
か
ら
実
施
：
3
項
目

・�

更
生
施
設
入
所
前
見
学
に
係
る
周
知
の
強
化

・�

施
設
や
事
業
の
周
知
（
福
祉
事
務
所
の
要
請
に
基
づ

く
出
張
に
よ
る
説
明
会
の
実
施
）

・�

更
生
施
設
淀
橋
荘
継
続
支
援
事
業
の
実
施

令
和
7
年
度
中
に
実
施
：
7
項
目

・�

施
設
・
事
業
の
周
知
（
福
祉
事
務
所
向
け
資
料
の
印

刷
・
製
本
に
よ
る
配
付
）

・�

更
生
施
設
入
所
待
機
期
間
の
提
示

・�

施
設
利
用
に
係
る
様
式
の
見
直
し

・�

緊
急
一
時
保
護
事
業
の
入
所
調
整
に
係
る
聴
取
事
項

の
整
理

・�

宿
所
提
供
施
設
に
お
け
る
布
団
の
供
与

・�

施
設
か
ら
福
祉
事
務
所
へ
の
支
援
状
況
報
告
目
安
の

設
定

・�

し
の
ば
ず
荘
準
個
室
化
モ
デ
ル
事
業
の
実
施

令
和
7
年
度
中
に
規
程
改
正
、
運
用
方
法
を
整
理
：

3
項
目

・�

緊
急
一
時
保
護
事
業
の
入
所
・
利
用
延
長
期
間
の
見

直
し

・�

男
性
更
生
施
設
緊
急
対
応
枠
に
区
割
当
て
の
な
い
枠

の
追
加

・�

更
生
施
設
の
一
般
入
所
切
替
に
係
る
施
設
利
用
申
込

の
手
続
廃
止

宿
泊
所
高
浜
荘
再
開
時
（
令
和
8
年
6
月
上
旬
予
定
）

に
実
施
：
2
項
目

・�

宿
泊
所
の
生
活
保
護
受
給
世
帯
利
用

・�

社
会
復
帰
促
進
事
業
の
宿
泊
所
で
の
再
開

■
今
後
の
取
組

今
後
は
、
検
討
委
員
会
の
検
討
結
果
を
具
体
化
す
べ

く
作
業
を
進
め
、
制
度
設
計
、
事
務
手
続
の
検
討
、
関

係
者
と
の
調
整
等
を
行
い
、
実
施
体
制
が
整
い
次
第
順

次
実
施
し
て
い
き
、
ま
た
、
運
用
を
開
始
し
て
い
る
項

目
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
途
中
で
検
証
を
行
う

な
ど
取
組
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
る
予
定
で
す
。

■
再
編
整
備
計
画
の
進
捗

現
在
、「
厚
生
関
係
施
設
再
編
整
備
計
画　

平
成
31

年
度
（
令
和
元
年
度
）
～
令
和
10
年
度
【
中
間
見
直
し

版
】」
に
基
づ
き
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
救
護

施
設
へ
の
転
換
に
伴
う
改
築
工
事
を
実
施
す
る
た
め
更

生
施
設
淀
橋
荘
を
廃
止
し
、
宿
提
淀
橋
荘
を
事
業
休
止

と
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
建
替
え
中
の
高
浜
荘

（
港
区
施
設
と
の
合
築
）
に
つ
い
て
は
、
令
和
7
年
10

月
の
竣
工
に
向
け
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

各
区
福
祉
事
務
所
の
み
な
さ
ま
に
は
、
ご
不
便
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
厚
生
部
）
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引
き
続
き
、
特
別
区
長
会
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
前
期
の
振
り
返
り
と
今

期
の
目
標
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
2
年
間
は
、
少
子
化
に
よ
る
急
激
な
人

口
減
少
や
高
齢
化
、
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
備

え
、
気
候
変
動
な
ど
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
、
全
国

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
23
区
で

一
致
結
束
し
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

国
及
び
都
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
政
策
課
題

に
つ
い
て
は
、
要
望
活
動
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

都
と
議
論
が
続
い
て
い
た
児
童
相
談
行
政
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
の
安
全
と
健
や
か
な
成
長
、
子
ど
も
を
産

み
育
て
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
、
共

同
で
の
人
材
育
成
や
人
事
交
流
を
図
る
な
ど
、
特
別
区

と
都
が
連
携
し
な
が
ら
、
児
童
相
談
体
制
や
子
育
て
支

援
体
制
の
拡
充
を
図
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

災
害
対
応
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
東
日
本
大
震
災
を
は

じ
め
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
な
ど
の
大
災
害
発
生
時

に
は
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
復
興
支
援
金
の
提
供
や
、
職
員

の
現
地
派
遣
な
ど
、
復
興
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

気
候
変
動
対
策
で
は
、
令
和
5
年
10
月
に
「
2

�
0
�5�

0
年
『
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
特
別
区
』
の
実
現
に
向
け

た
特
別
区
長
会
共
同
宣
言
」
を
行
い
、
多
様
な
主
体
と

連
携
し
、
持
続
可
能
な
特
別
区
の
構
築
に
向
け
、
一
体
と

な
っ
て
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
諸
課
題
を
未
来
志
向
で
解
決
し
て
い
く
財

源
と
し
て
、
都
区
財
政
調
整
制
度
の
都
区
間
配
分
割
合

の
変
更
に
つ
い
て
合
意
に
至
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
東
京
の
未
来
を
共
に
創
り
上
げ
て
い
く
た
め

に
、
都
と
区
の
連
携
・
協
力
を
一
層
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

今
期
の
課
題
と
し
て
は
、
莫
大
な
区
民
税
の
流
出
を

招
い
て
い
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
抜
本
的
な
改
善
に
向
け

た
対
応
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
論
点
を
整

理
し
て
、
国
へ
の
制
度
改
正
を
働
き
か
け
る
必
要
性
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
備
え

も
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
特
に
帰
宅
困
難

者
や
大
規
模
水
害
な
ど
に
は
、
区
の
枠
を
超
え
た
対
策

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
都
や
特
別
区
相
互
の
連
携
を
深
め
、

災
害
へ
の
対
応
力
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

2
0
2
5
年
度
に
は
、
世
界
陸
上
と
創
始
1
0
0
年

を
迎
え
る
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
区
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
運
醸
成
や
選
ば

れ
る
都
市
と
し
て
の
魅
力
向
上
に
取
り
組
む
た
め
一
致

協
力
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

難
題
山
積
の
中
、
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

は
あ
り
ま
す
が
、
23
区
の
取
組
が
よ
り
効
果
的
に
、
よ

り
機
動
的
に
機
能
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
23
人
の
区
長

の
力
を
結
集
し
て
諸
課
題
を
解
決
し
て
い
け
る
よ
う
、

引
き
続
き
全
力
を
傾
け
て
い
く
所
存
で
す
。

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

令
和
7
年
5
月
16
日

令
和
7
年
5
月
16
日
付
で
、
特
別
区
長
会
の
新
役
員

及
び
会
計
監
事
が
就
任
し
ま
し
た
。

特
別
区
長
会
の
役
員
は
、
会
長
（
1
名
）、
副
会
長

（
3
名
）
及
び
幹
事
（
5
名
）
で
構
成
さ
れ
、
会
計
監

事
と
と
も
に
、
4
月
16
日
開
催
の
特
別
区
長
会
総
会
で

選
任
さ
れ
た
も
の
で
す
。

任
期
は
、
会
長
・
副
会
長
は
令
和
9
年
5
月
15
日
ま

で
の
2
年
、
幹
事
・
会
計
監
事
は
令
和
8
年
5
月
15
日

ま
で
の
1
年
で
す
。

新
役
員
の
氏
名
等
は
表
の
と
お
り
で
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

特別区長会会長就任にあたって

特
別
区
長
会
会
長

　
　
　新
宿
区
長

　吉
住

　健
一

特別区長会役員

会 長 吉　住　　健　一 新 宿 区 長

副 会 長 服　部　　征　夫 台 東 区 長

副 会 長 斉　藤　　　　猛 江戸川区長

副 会 長 高　際　　みゆき 豊 島 区 長

幹 事 清　家　　　　愛 港 　 区 長

幹 事 山　田　　加奈子 北 　 区 長

幹 事 鈴　木　　晶　雅 大 田 区 長

幹 事 岸　本　　聡　子 杉 並 区 長

幹 事 青　木　　克　德 葛 飾 区 長

会 計 監 事 樋　口　　高　顕 千代田区長

会 計 監 事 青　木　　英　二 目 黒 区 長

特
別
区
長
会

新
役
員
・
会
計
監
事
が
就
任
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令
和
7
年
5
月
16
日
開
催
の
第
1
回
特
別
区
人
事
・

厚
生
事
務
組
合
議
会
臨
時
会
の
任
命
同
意
を
得
て
、
同

日
付
で
1
名
の
委
員
が
新
た
に
就
任
し
ま
し
た
。

組
合
教
育
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
事
務
局
）

5
月
16
日
（
金
）
に
第
1
回
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
選
挙
等
、
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〈
選
挙
等
〉

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
議
会
議
長
・
副
議
長

の
辞
職
に
伴
う
選
挙

・�
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
管
理
者
の
選
挙

〈
審
議
結
果
〉

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
副
管
理
者
の
選
任
同

意
に
つ
い
て�

（
同
意
）

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
監
査
委
員
の
選
任
同

意
に
つ
い
て�

（
同
意
）

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
同
意
に
つ
い
て�

（
同
意
）

第
1
回
臨
時
会
改
選
後
の
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務

組
合
執
行
機
関
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�

（
令
和
7
年
5
月
16
日
現
在
）

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
総
務
部
）

理
事
会
の
決
議
の
目
的
で
あ
る
事
項
に
つ
い
て
提
案
さ

れ
た
事
項
に
つ
い
て
、
理
事
全
員
か
ら
同
意
の
意
思
表
示

を
、
監
事
全
員
か
ら
異
議
が
な
い
旨
の
意
思
表
示
を
得
た

の
で
、
第
1
回
理
事
会
の
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ

れ
ま
し
た
。

1　

決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
事
項
の
内
容

　

・�

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
契
約
事
務
規
程
の
一

部
を
改
正
す
る
規
程

2　

決
議
の
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
日

　

令
和
7
年
4
月
1
日

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
総
務
部
）

令
和
7
年
度
　
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会

第
1
回
理
事
会
（
み
な
し
決
議
）
の
結
果

令
和
7
年
　
第
1
回
特
別
区
人
事
・

厚
生
事
務
組
合
議
会
臨
時
会
の
結
果

5
月
16
日
（
金
）
に
第
2
回
理
事
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1　

令
和
6
年
度
事
業
報
告�

（
決
定
）

2　

令
和
6
年
度
資
金
の
運
用
実
績
報
告�

（
了
承
）

3　

令
和
6
年
度
決
算�

（
決
定
）

4�　

令
和
7
年
度
補
正
予
算
（
第
1
号
）
並
び
に
令
和
7

年
度
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み
の
変
更
に
つ

い
て�

（
決
定
）

5　

常
勤
監
事
の
報
酬
の
額
に
つ
い
て�

（
決
定
）

6�　

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
就
業
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程�

（
決
定
）

7�　

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
非
常
勤
職
員
規
程
の

一
部
を
改
正
す
る
規
程�

（
決
定
）

8�　

東
京
区
政
会
館
貸
付
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

�

（
決
定
）

9�　

東
京
区
政
会
館
貸
付
契
約
の
更
新
に
つ
い
て�

（
了
承
）

10�　

東
京
区
政
会
館
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
に
伴

う
機
器
類
の
借
上
げ
に
つ
い
て�

（
決
定
）

11　

評
議
員
選
定
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て�

（
決
定
）

12　

評
議
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て�

（
決
定
）

13　

理
事
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て�

（
決
定
）

14　

令
和
7
年
度
定
時
評
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て�

（
決
定
）

15�　

代
表
理
事
及
び
業
務
執
行
理
事
の
職
務
執
行
状
況
の

定
期
報
告
（
令
和
6
年
11
月
～
令
和
7
年
4
月
）
に
つ

い
て�

（
了
承
）

※�

な
お
、
1
～
3
、
5
、
13
の
議
案
は
、
6
月
26
日
（
木
）

開
催
予
定
の
定
時
評
議
員
会
に
付
議
し
ま
す
。

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
総
務
部
）

令
和
7
年
度
　
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会

第
2
回
理
事
会
の
結
果

組
合
教
育
委
員
会
委
員
の
就
任

特別区人事・厚生事務組合執行機関

管 理 者 吉　住　健　一（新宿区長）

＊ 副 管 理 者 山　田　加奈子（北区長）

副 管 理 者 入　澤　　　幸（知識経験者）

＊ 監 査 委 員 岸　本　聡　子（杉並区長）

代表監査委員 青　木　康　平（知識経験者）

特別区人事・厚生事務組合議会議長・副議長

＊ 議 長 鈴　木　晶　雅（大田区長）

＊ 副 議 長 青　木　克　德（葛飾区長）

＊印：新任

職　　名 氏　　名 任　　期 備　　考

教　育　長 堀　米　孝　尚 自・令和  7．  4．  1
至・令和  9．  3．31 千 代 田 区 教 育 長

教　育　長
職務代理者 丹　羽　恵玲奈 自・令和  6．  9．13

至・令和10．  3．31 文 京 区 教 育 長

委　　　員 関　根　義　孝 自・令和  7．  4．  1
至・令和  8．  3．31 目 黒 区 教 育 長

＊委　　　員 清　野　　　正 自・令和  7．  5．16
至・令和11．  5．15 豊 島 区 教 育 長

委　　　員 本　多　健一朗 自・令和  7．  4．  1
至・令和  9．  3．31 江 東 区 教 育 長

委　　　員 田　中　　　健 自・令和  7．  4．  1
至・令和  8．  5．15 葛 飾 区 教 育 委 員

＊印：新任
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5.16

会
長
区

■
区
市
町
村
へ
の
補
助
事
業
に
つ
い
て

■
区
市
町
村
と
連
携
し
た
防
災
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

■�

地
方
公
共
団
体
の
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に

関
す
る
国
へ
の
共
同
要
請
に
つ
い
て

■
オ
ー
ル
東
京
62
市
区
町
村
共
同
事
業
に
つ
い
て

■�

第
4
回
「
特
別
区
の
自
治
と
今
後
を
考
え
る
〜
大
森

彌
先
生
追
悼
講
演
会
〜
」
に
つ
い
て

■
各
団
体
議
会
等
提
出
予
定
案
件
等
に
つ
い
て

■�

清
掃
工
場
整
備
計
画
に
関
す
る
検
証
委
員
会
の
概
要

に
つ
い
て

■
清
掃
政
策
部
会
の
概
要
に
つ
い
て

■�

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
関
す
る
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
■
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

■
区
長
会
専
門
部
会
等
の
構
成
に
つ
い
て

■
都
区
の
あ
り
方
検
討
に
つ
い
て

■
都
区
協
議
会
の
委
員
に
つ
い
て

■
各
種
審
議
会
委
員
等
の
推
薦
に
つ
い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

5.19

会
長
議

■�

特
別
区
議
会
議
員
講
演
会
（
令
和
7
年
度
第
1
回
）

に
つ
い
て

■�

第
4
回
「
特
別
区
の
自
治
と
今
後
を
考
え
る
～
大
森

彌
先
生
追
悼
講
演
会
～
」
に
つ
い
て

■
関
東
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
の
概
要
に
つ
い
て

■�

令
和
6
年
度
特
別
区
議
会
議
長
会
収
支
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

■�

特
別
区
議
会
議
長
会
の
活
動
概
要
と
次
期
へ
の
申
し

送
り
に
つ
い
て

■�

令
和
7
年
度
特
別
区
議
会
議
長
会
の
要
望
活
動
に
つ

い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

令
和
7
年
5
月
区
長
会
・
議
長
会

の
主
な
案
件
等

東
京
区
政
会
館
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
魅
力
紹
介
展

示
「
23
区
に
暮
ら
す
人
々
の
快
適
な
生
活
環
境
を
支
え

る
清
掃
一
組
～
設
立
か
ら
25
年
目
を
迎
え
て
～
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

地
域
環
境
の
保
全
と
循
環
型
社
会
の
形
成
へ
の
寄
与

を
目
指
し
て
、
清
掃
一
組
は
、
23
区
と
の
協
調
・
連
携

の
も
と
、
ご
み
の
中
間
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

の
展
示
で
は
、
清
掃
事
業
の
歴
史
や
清
掃
工
場
の
仕
組

み
、
環
境
対
策
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
生
活
す
る
上
で
、
ご
み
の
存
在
は
切
り
離

せ
ま
せ
ん
。
清
掃
一
組
の
取
組
を
紹
介
し
た
こ
の
度
の

展
示
が
、
清
掃
工
場
の
役
割
や
環
境
保
護
の
大
切
さ
を

考
え
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
展
示
期
間

令
和
7
年
5
月
13
日
（
火
）～
7
月
1
日
（
火
）

（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
展
示
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日　

9
時
か
ら
20
時
30
分
ま
で

土
曜
日　
　
　
　
　

9
時
か
ら
17
時
ま
で

※�
展
示
期
間
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
公

財
）
特
別
区
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
の

う
え
、
ご
来
館
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

展
示
会
場
の
様
子

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

令
和
7
年
7
月
8
日
（
火
）、
第
5
回
調
査
研
究
報

告
会
を
開
催
し
ま
す
。
令
和
6
年
度
に
取
り
組
ん
だ
調

査
研
究
テ
ー
マ
（
全
5
テ
ー
マ
）
に
つ
い
て
、
研
究
成

果
を
報
告
し
ま
す
。

■
日
時

令
和
7
年
7
月
8
日
（
火
）

9
時
30
分
～
16
時
30
分
（
開
場
9
時
）

■
会
場

東
京
区
政
会
館
20
階

■
発
表
テ
ー
マ

■
申
込
方
法

（
公
財
）
特
別
区
長
会
調
査
研

究
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
下

記
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

な
お
、
調
査
研
究
報
告
会
の
模
様
は
、
8
月
以
降
、

当
機
構
の
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
て
、
ア
ー

カ
イ
ブ
配
信
を
行
う
予
定
で
す
。

（
特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
事
務
局
）

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

魅
力
紹
介
展
示
を
開
催
し
て
い
ま
す

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構

第
5
回
調
査
研
究
報
告
会
開
催
の
お
知
ら
せ第5回報告会

申込フォーム

時　間 テーマ名（提案区）

①  9：30～10：30
生活保護受給者の日常生活上
の支援の現状と今後の課題
（大田区提案）

②10：40～11：40
生成AIを活用した特別区にお
けるDXの推進（葛飾区提案）

③13：10〜14：10
区民等の理解と信頼を深める
ための情報発信のあり方（港
区提案）

④14：20〜15：20
特別区における老朽マンショ
ン対策の推進（大田区提案）

⑤15：30〜16：30
帰宅困難者対策における初動
対応体制の確立に向けた取組
み（港区提案）
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特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
Ⅰ
類
採
用

試
験
【
早
期
S
P
I
枠
】
の
第
1
次
試

験
を
3
月
4
日
（
火
）
か
ら
3
月
17
日

（
月
）
の
期
間
で
、
特
別
区
職
員
Ⅰ
類

採
用
試
験
【
春
試
験
】
及
び
経
験
者
採

用
試
験
・
選
考
【
春
試
験
】
の
第
1
次

試
験
・
選
考
を
4
月
20
日
（
日
）
に
実

施
し
ま
し
た
。

第
1
次
試
験
実
施
状
況

Ⅰ
類
採
用
試
験
【
早
期
S
P
I
枠
】

に
つ
い
て
は
、
申
込
者
数
が
1
8
7
6

名
、
受
験
者
数
が
1
7
1
6
名
で
、
受

験
率
は
91
・
5
％
と
な
り
ま
し
た
。

Ⅰ
類
採
用
試
験
【
春
試
験
】
は
、
全

試
験
区
分
の
申
込
者
数
が
8
3
0
2

名
、
受
験
者
数
が
7
5
6
3
名
で
、
受

験
率
は
91
・
1
％
と
な
り
、
過
去
最
高

の
受
験
率
と
な
り
ま
し
た
。

経
験
者
採
用
試
験
・
選
考
【
春
試

験
】
は
、
申
込
者
数
が
81
名
、
受
験
者

数
が
73
名
で
、
受
験
率
は
90
・
1
％
と

な
り
ま
し
た
。

今
後
の
予
定

Ⅰ
類
採
用
試
験
【
早
期
S
P
I
枠
】

の
第
2
次
試
験
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
シ
ー
ト
作
成
が
4
月
20
日
（
日
）、
口

述
試
験
が
5
月
12
日
（
月
）
か
ら
5
月

14
日
（
水
）
ま
で
の
間
で
指
定
す
る
1

日
に
実
施
し
、
最
終
合
格
発
表
は
、
5

月
29
日
（
木
）
に
行
い
ま
す
。

Ⅰ
類
採
用
試
験
【
春
試
験
】
の
第
1

次
試
験
合
格
発
表
日
は
、
6
月
13
日

（
金
）、
第
2
次
試
験
の
口
述
試
験
は
、

6
月
30
日
（
月
）
か
ら
7
月
11
日

（
金
）
ま
で
の
間
で
指
定
す
る
1
日
で

す
。
最
終
合
格
発
表
は
、〔
土
木
造
園

（
土
木
）、
土
木
造
園
（
造
園
）、
建
築
、

機
械
、
電
気
の
試
験
区
分
〕
に
つ
い
て

7
月
16
日
（
水
）、〔
事
務
（
一
般
事

務
）、
事
務
（
I
C
T
）、
福
祉
、
心

理
、
衛
生
監
視
（
衛
生
）、
衛
生
監
視

（
化
学
）、
保
健
師
の
試
験
区
分
〕
に
つ

い
て
7
月
25
日
（
金
）
に
行
い
ま
す
。

経
験
者
採
用
試
験
・
選
考
【
春
試

験
】
の
第
1
次
試
験
・
選
考
合
格
発
表

日
は
、
6
月
13
日
（
金
）、
第
2
次
試

験
・
選
考
の
口
述
試
験
は
、
6
月
29
日

（
日
）
で
す
。
最
終
合
格
発
表
は
、
7

月
16
日
（
水
）
に
行
い
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

特別区職員Ⅰ類採用試験【早期SPI枠】、Ⅰ類採用
試験【春試験】及び経験者採用試験・選考【春試験】

第1次試験・選考を実施しました
令和7年度特別区職員採用試験・選考【春試験】第1次試験・選考実施状況
〈Ⅰ類採用試験【早期SPI枠】・Ⅰ類採用試験【春試験】・経験者採用試験・選考【春試験】〉

上段：令和７年度
中段：令和６年度
下段：増　　　減

採用区分 試験区分 採用予定数 申込者数 受験者数 受 験 率 倍 率
A（名程度） B（名） C（名） C/B（％） C/A（倍）

Ⅰ類
【早期SPI枠】

事　　務
（一般事務）

113 1,876 1,716 91.5 15.2
－ － － － －
－ － － － －

採用区分 試験区分 採用予定数 申込者数 受験者数 受 験 率 倍 率
A（名程度） B（名） C（名） C/B（％） C/A（倍）

Ⅰ類
【春試験】

事　　務
（一般事務）

1,095 6,728 6,080 90.4 5.6
1,312 7,580 6,868 90.6 5.2
▲ 217 ▲ 852 ▲ 788 ▲ 0.2 0.4

事　　務
（ICT）

7 53 47 88.7 6.7
16 78 59 75.6 3.7
▲ 9 ▲ 25 ▲ 12 13.1 3.0

土木造園
（土木）

112 108 98 90.7 0.9
107 150 132 88.0 1.2
5 ▲ 42 ▲ 34 2.7 ▲ 0.3

土木造園
（造園）

48 62 59 95.2 1.2
33 63 56 88.9 1.7
15 ▲ 1 3 6.3 ▲ 0.5

建　　築
132 84 76 90.5 0.6
126 123 115 93.5 0.9
6 ▲ 39 ▲ 39 ▲ 3.0 ▲ 0.3

機　　械
40 23 23 100.0 0.6
27 40 35 87.5 1.3
13 ▲ 17 ▲ 12 12.5 ▲ 0.7

電　　気
40 34 29 85.3 0.7
36 54 46 85.2 1.3
4 ▲ 20 ▲ 17 0.1 ▲ 0.6

福　　祉
164 484 457 94.4 2.8
154 424 386 91.0 2.5
10 60 71 3.4 0.3

心　　理
32 211 198 93.8 6.2
30 147 126 85.7 4.2
2 64 72 8.1 2.0

衛生監視
（衛生）

59 130 121 93.1 2.1
54 119 104 87.4 1.9
5 11 17 5.7 0.2

衛生監視
（化学）

5 20 18 90.0 3.6
5 35 24 68.6 4.8
0 ▲ 15 ▲ 6 21.4 ▲ 1.2

保 健 師
121 365 357 97.8 3.0
128 330 305 92.4 2.4
▲ 7 35 52 5.4 0.6

合　　計
1,855 8,302 7,563 91.1 4.1
2,028 9,143 8,256 90.3 4.1
▲ 173 ▲ 841 ▲ 693 0.8 0.0

採用区分 試験・選考
区分

採用予定数 申込者数 受験者数 受 験 率 倍 率
A（名程度） B（名） C（名） C/B（％） C/A（倍）

経験者
【春試験】

福祉

1級職
14 49 46 93.9 3.3
－ － － － －
－ － － － －

2級職
12 32 27 84.4 2.3
－ － － － －
－ － － － －

合　　計
26 81 73 90.1 2.8
－ － － － －
－ － － － －
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研修名：児童虐待への対応
対　象： �（1）子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員	

（2）その他特に希望する職員
内　容：�・児童虐待の現状と背景	

・児童、保護者への対応の基本	
・児童相談所・こども家庭センターと関係機関の連携	
・事例討議　など

●ピックアップ研修

研修名 実施時期 申込条件・メインターゲット（★）
専門研修

戸籍実務（証明）② ②8月上旬 戸籍証明事務を担当する職務経験1、2年程度の職員
用地 8月中～下旬 用地取得、損失補償算定等の業務を担当する職務経験1年程度の職員

情報システム開発委託管理①② ①8/1（金）・8/4（月）
②8/21（木）・8/22（金） 情報システムの開発や運用を委託する業務を担当する職員及びこれから担当する予定の職員

中堅保健師 7/3（木）・8/28（木） 保健所・保健センター等に勤務する職務経験概ね10年以上の保健師

子どもの発達障害②③ ②8/1（金）
③8/22（金） 発達障害のある子どもへの支援に携わる職員

公害規制 8月下旬 環境・公害規制部署で公害規制指導事務を担当する職員
児童相談所関連研修

児童福祉司（基礎）Ⅰ② 8月上旬
（1）児童福祉司
（2）こども家庭センター職員
（3）子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員

保護者支援プログラム実践者
養成研修② 8/21（木） （1）児童相談所、こども家庭センターに勤務する職員

（2）子ども家庭福祉、母子保健等に携わる職員
指導教育担当児童福祉司
任用前研修（前期） 8月下旬 児童福祉司としておおむね3年以上の職務経験を有する職員

ステップアップ研修
思考力・論理構築力向上④ 8/5（火） 係長級以下の職員 ★主任の職員
対話による
ポジティブ・アプローチ③ 8/25（月）・8/26（火） 係長級以下の職員 ★主任の職員

クレーム対応④ 8/7（木） 係長級以下の職員 ★窓口等で区民対応を行っている主任以下の職員
コミュニケーション
スキルアップ③ 8/4（月） 全 職 員 ★�区民や職場の同僚との良好な関係構築に向けた、コミュニケー

ションスキルを身につけたい採用2～6年目程度の職員
集客力を高めるチラシ・
伝わる資料のつくり方③ 8/6（水） 主 任 以 下 の 職 員 ★�区民向け講座などの企画や募集チラシ作成を担当する主任以下の

職員

協働型リーダーシップ④ 8/14（木） 主 任 以 下 の 職 員
★�リーダーの役割や、上司・部下・同僚との関わり方を学ぶこと
で、職場のモチベーション向上や業務改善・職場改善に貢献した
いと考えている主任の職員

マネジメント実践のための
チームコーチング 8/4（月） 係長級以上の職員 ★�チーム（係）としての成果を最大化できる部下の育成や支援を効

果的に行うスキルを身につけたい係長級の職員

チームリーダーとしての
基礎力向上② 8/1（金）・8/20（水） 主任及び係長級の職員

★（1）�タイムマネジメント、危機管理、目標管理及び業務改善など
のマネジメントスキルの基礎を効率よく体系立てて学びたい
係長級の職員

　（2）�係長昇任前にリーダーとしての必要な知識を学び、自身の職
務遂行能力向上を図りたいと考えている主任の職員

サポート研修

地方公務員法③ 8/12（火） １ 級 職 の 職 員 ★�地方公務員法の基本理念や仕事の法的根拠を意識して職務を行い
たい1級職の職員

地方自治法③ 8/5（火） １ 級 職 の 職 員 ★�法令・根拠にあたる仕事の進め方を身につけたい、これから地方
自治法を意識して実務を行っていきたい1級職の職員

特別区制度① 8/19（火） 全 職 員 ★�都区間での事務配分や税財政制度等、特別区制度の特徴につい
て、地方自治法等を読み解きながら学びたい職員

※紙面の都合上、8月に実施する研修の一部を紹介しています。（一部9月に実施する研修を含む。）
※★は、各研修のメインターゲットとなる方についての表記となります。
※研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方法や申込期限（研修実施日よ
り一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。

※研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（https://www.union.tokyo23city.lg.jp/kenshu/kenshujotop/index.html）もご覧ください。
� （特別区職員研修所）

特別区職員研修所からのご案内

8月の研修メニューを紹介します

特別区職員向けのページです。

【第1回】8月上～中旬予定
【第2回】8月中～下旬予定
（各回2日間）9：00～17：00
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東京都立大学
オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
7月開講講座のご案内です！！

＊講座の概要については、東京都立大学オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

※特別区職員互助組合員の方は初回のみ、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞
東京都立大学オープンユニバーシティ　https://www.ou.tmu.ac.jp
Tel.03－3288－1050 （平日　9：00～17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

●�ミニ・パブリックス	
～くじ引きと熟議による自治体政策のつくりかた～� 【講座コード：2521F003】

　効果的な解決技術の開発も、それに対する人々の合意づくり
も難しい複雑化する社会課題に向き合うために世界各国（政
府・自治体、国際機関）ではいろいろな試みが行われていま
す。そのひとつが「市民の熟議」への期待です。「熟議」はシ
ティズンシップ教育としても注目されていますが、政府・自治
体の政策形成への参加の点からも様々な模索が行われていま
す。もうひとつの側面が幅広い市民の参加を得ようとする挑戦
です。その代表例が古代ギリシアの取り組みに一つの源流を持
つ「くじ引き」による参加を取り入れようとするものです。こ
の講座では「くじ引きと熟議」を巡る世界の動向と、日本での
実践から「くじ引きと熟議」による「ミニ・パブリックス」を
「私たちのまち」の政策に活かすあり方を考えてゆきます。
【各回について】
　各分野の専門家による講義と参加者のディスカッションから

進めてゆきます。

●�意思決定の脳・神経科学	
脳の働きから選択・意思決定を考える� 【講座コード：2521G005】

　私たちの生活は、例えば「今日の夕食に何を食べるのか？」、
「物事を今日やるのか、先延ばしにするのか？」など、選択に
あふれています。この何かを選択する認知過程を意思決定と呼
びます。意思決定は脳の機能に支えられていますが、日々の選
択の内容や結果について考えることはあっても、脳がどのよう
に意思決定に関わっているのかについてはあまり考えることは
ないのではないでしょうか。本講座では、神経科学や心理学の
研究の視点から意思決定の基礎になっている脳の機能と性質を
紹介し、私たちが普段どのように意思決定をおこなっているの
かについて考えます。
・価値と意思決定：価値判断は現状認識で変わる
・記憶と意思決定：知識と経験が意思決定を形づくる
・感情と意思決定：こころとからだは意思決定を左右する

・状況と意思決定：脳がそなえた意思決定の戦略
※�本講座は、講師が過去に実施した「意思決定の脳科学」とほ
ぼ同じ内容です。

講　師：三上 直之　名古屋大学大学院 環境学研究科 教授
　　　　�竹内 彩乃　東邦大学 理学部 生命圏環境科学科	

准教授
　　　　坂野 達郎　東京工業大学 名誉教授
コーディネーター：
　　　　�長野 基　東京都立大学 都市環境学部 	

都市政策科学科 准教授
日　時：7月26日（土）	
　　　　10：00～14：30（全1回）
受講料：7,500円
場　所：飯田橋キャンパス（対面）

講　師：�雨宮 誠一朗　理化学研究所 	
脳神経科学研究センター 研究員

日　時：7月31日（木）、	
　　　　8月7日（木）、21日（木）、28日（木）	
　　　　19：00～20：30（全4回）
受講料：10,100円
場　所：飯田橋キャンパス（対面）
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清掃工場の仕事を紹介します
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

（
以
下
「
清
掃
一
組
」
と
い
う
。）
に
は
、

1
1
5
3
名
の
職
員
が
い
ま
す
（
令
和

7
年
4
月
1
日
現
在
）。
そ
の
う
ち

8
2
2
名
は
、
23
区
内
に
点
在
す
る
清

掃
工
場
な
ど
の
施
設
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
清
掃
工
場
で
働
く
職
員

の
仕
事
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

管
理
係

管
理
係
は
主
に
工
場
の
庶
務
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
業
務
内
容
は
庁
舎
管
理

か
ら
職
員
の
人
事
・
給
与
に
関
す
る
事

務
、
契
約
事
務
や
物
品
管
理
ま
で
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
他
の

係
に
属
さ
な
い
仕
事
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
住
民
代
表
、
工
場
所
在

区
職
員
、
清
掃
一
組
職
員
が
清
掃
工
場

の
操
業
状
況
や
各
種
環
境
調
査
結
果
を

報
告
す
る
「
運
営
協
議
会
」
が
設
置
さ

れ
て
い
る
工
場
で
は
、
事
務
局
と
な
っ

て
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
工
場
の
操
業
状
況
な
ど
を

区
民
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
年
2
回

程
度
、
広
報
紙
「
工
場
だ
よ
り
」（
工

場
に
よ
り
別
名
称
の
場
合
も
あ
り
ま

す
。）
を
編
集
・
発
行
し
て
い
ま
す
。

運
営
協
議
会
の
報
告
や
、
工
場
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
な
ど
を
掲
載
し
、
工
場
や
区

施
設
の
ほ
か
、
周
辺
の
住
宅
、
町
会
等

に
配
布
し
て
い
ま
す
。

工
場
だ
よ
り
は
、
清
掃
一
組
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
、
最
新
号
と
過
去
1
年
分
の

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

技
術
係

技
術
係
は
主
に
工
場
運
営
の
ソ
フ
ト

面
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
業
務
内
容
と

し
て
は
、
見
学
対
応
と
環
境
対
策
が
主

で
す
が
、
そ
の
他
に
も
多
く
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
清
掃
工
場
を

安
定
的
に
操
業
す
る
た
め
に
、
ご
み
の

搬
入
計
画
と
焼
却
計
画
を
作
成
し
ま

す
。
ま
た
、
ご
み
の
搬
入
受
付
、
ご
み

処
理
手
数
料
の
受
領
、
焼
却
灰
の
搬
出

に
関
す
る
業
務
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

◆
見
学
者
案
内

清
掃
工
場
に
は
見
学
者
用
の
設
備
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
学
校
の
社
会

科
見
学
や
一
般
区
民
向
け
の
見
学
会
で

は
、
技
術
係
の
職
員
が
案
内
や
説
明
を

行
い
ま
す
。

◆
環
境
対
策

清
掃
工
場
の
運
転
に
は
、
大
気
汚

染
、
水
質
汚
濁
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対

策
等
の
環
境
法
令
に
よ
る
規
制
が
課
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
清
掃
一
組
の
施
設
で

は
、
法
令
よ
り
も
さ
ら
に
厳
し
い
自
己

規
制
値
を
定
め
、
環
境
負
荷
の
低
減
に

努
め
て
い
ま
す
。
技
術
係
で
は
、
こ
れ

ら
の
規
制
値
を
遵
守
す
る
た
め
、
環
境

測
定
の
デ
ー
タ
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
薬
品
・
物
品
の
管

理
や
建
築
機
械
設
備
な
ど
の
保
守
、
外

部
の
関
係
機
関
と
の
連
絡
・
調
整
な
ど
、

幅
広
い
仕
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

運営協議会（世田谷清掃工場）

清掃工場だより

夏休み見学会の様子（墨田清掃工場）

分析室で分析している様子
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整
備
係

技
術
係
が
工
場
運
営
の
ソ
フ
ト
面
を

担
当
す
る
の
に
対
し
、
整
備
係
は
ハ
ー

ド
面
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

整
備
係
で
は
主
に
焼
却
設
備
の
維
持

管
理
や
補
修
工
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

補
修
工
事
の
設
計
や
監
督
業
務
を
行

う
ほ
か
、
稼
働
中
に
不
具
合
が
生
じ
た

場
合
は
、
整
備
係
職
員
で
調
査
し
、
工

具
を
使
っ
て
補
修
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
に
一
度
定
期
点
検
補
修
工

事
を
実
施
し
ま
す
。
焼
却
炉
を
停
止
し
、

プ
ラ
ン
ト
機
器
等
の
補
修
点
検
や
調
整
、

消
耗
品
の
交
換
な
ど
を
行
い
、
安
全
か

つ
安
定
的
に
ご
み
の
焼
却
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

東
京
23
区
内
に
22
施
設
（
う
ち
2
施

設
建
替
え
中
）
あ
る
清
掃
工
場
は
、
建

て
ら
れ
た
年
代
や
規
模
、
焼
却
炉
の
形

式
や
焼
却
能
力
が
全
て
異
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
場
の
設
備

に
は
個
性
や
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
整
備

係
の
職
員
は
、
工
場
の
設
備
を
隅
か
ら

隅
ま
で
知
り
尽
く
し
、
清
掃
工
場
の
安

全
で
安
定
的
な
稼
働
を
支
え
て
い
ま
す
。

運
転
係

運
転
係
の
主
な
業
務
は
清
掃
工
場
の

各
設
備
の
点
検
及
び
運
転
操
作
で
す
が
、

最
新
式
の
工
場
で
は
自
動
化
が
進
み
、

監
視
業
務
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。

焼
却
炉
は
休
み
な
く
ご
み
を
焼
却
し

て
い
る
た
め
、
運
転
係
は
24
時
間
3
6
5

日
体
制
で
勤
務
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
運
転
係
は
第
一
か
ら
第
四
ま
で

の
変
則
2
交
代
4
班
体
制
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
昼
夜
を
問
わ
ず
点
検
を
行

い
、
発
生
し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
は
、
故
障

箇
所
を
特
定
し
、
手
動
介
入
な
ど
操
作

方
法
を
見
直
し
ま
す
。
焼
却
炉
の
運
転

継
続
が
困
難
な
場
合
に
は
、
工
場
長
の

指
示
を
仰
ぎ
、
緊
急
事
態
に
対
処
し
て

い
ま
す
。

お
わ
り
に

清
掃
一
組
で
は
、
清
掃
工
場
等
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
様
々
な

広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
運
営
協
議
会

の
報
告
や
工
場
だ
よ
り
の
掲
載
の
ほ
か
、

環
境
報
告
書
や
各
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
も

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
清
掃
工
場
紹
介
動
画
を 

Y
o
u
T
u
b
e
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

清
掃
工
場
に
興
味
を
持
た
れ
た
方

は
、
ぜ
ひ
工
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

総
務
部
総
務
課
）

装置を分解し清掃している様子

設備を補修している様子朝と夕方に引継ぎのミーティングを行います

中央制御室で各設備の運転操作と監視を行います

環境報告書えんとつ君
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　　　　　　　　　　　　　　開 催 成 績� （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度同時期対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 １人当り購買金額

2 4/28～5/2 14,175,513,390円 1,494,113人 2,835,102,680円 298,823人 9,490円 133.5% 123.3% 108.2%
3 5/19～5/23 10,021,896,340円 1,056,234人 2,004,379,270円 211,247人 9,490円 126.3% 126.8% 99.6%

～DIRT IS DREAM.～
世代チャンピオン決定戦　東京ダービー開催！

TCK（東京シティ競馬）では、令和7年6月11日（水）に東京ダービー
競走（JpnⅠ）を実施します。このレースは、TCKの重賞としては東京
大賞典と並びもっとも長い歴史を持つ、伝統あるレースです。長らく南
関東地区の3歳最強馬決定戦として親しまれており、昨年実施されたダー
ト競走体系の整備によって、中央所属馬も交えたダート部門の世代チャ
ンピオン決定戦へと生まれ変わりました。4月の羽田盃から始まり10月の
ジャパンダートクラシックへと続く3歳ダート三冠競走の、二冠目にして
頂点レースと位置づけられる大一番です。
今年の東京ダービーのテーマは「DIRT IS DREAM.」。3歳馬だけが出走できる一生に一度の夢舞台、熱い戦いにご期

待ください。また、ゲストキャラクターは柔道家の阿部詩さんに決定！世界の舞台で戦い続ける彼女から見たトゥイン
クルレースの魅力や、自分自身と重なる部分などを語ったCMが現在公開中です。さらに、東京ダービー当日には、表
彰式プレゼンターとして元競泳選手の北島康介さんが来場します。ミニトークショーにも登場し、東京ダービーをより
一層盛り上げていただきます。
また、7月2日（水）には帝王賞（JpnⅠ）を実施予定。国内外で活躍してきた、年齢も経歴も様々な実力馬たちが一
堂に会する、上半期のダートチャンピオン決定戦です。こちらのゲストキャラクター発表は6月下旬を予定しています。
ビッグレースが続くTCKに、ぜひご注目ください。

第70回優勝馬　ラムジェット号

開場75周年記念事業を実施中！
大井競馬場は5月2日に開場75年を迎えました。これを記念した事業の一環とし
て、75年の歩みを映像で振り返るLEDモニュメントを競馬場内に設置しているほ
か、公式WEBサイト上にも75周年特設ページを開設。特設ページでは、年間イ
メージキャラクターの池田エライザさんをはじめ、大井競馬所属の騎手や調教
師、ファンファーレ隊からのお祝いメッセージもご覧いただけます。
また、これまでのお客様のご愛顧に感謝し、12月までの期間限定で、重賞日の
指定レースにおいてSPAT4LOTO（トリプル馬単）を除く全式別の勝馬投票券払
戻率を80％に設定する「TCKスーパープレミアム」を実施中です。
TCKは大井競馬場開場75周年を機にさらに進化し、よりお客様に愛される競馬
場を目指します。これからも変わらぬご支援をよろしくお願いします。

75周年記念ロゴ

大井競馬場75周年
記念特設サイトは
こちら▶▶

（競馬事務局　広報課）
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東京ダービー（JpnⅠ）
●6月11日（水）
●2,000m
3歳ダート三冠競走の第二関門であり、ダート部門の世代チャンピオン決定戦と位置付けられ
ている大一番。ダートグレード競走のJpnⅠに昇格となったのは第70回（令和6年）からで
す。全日本的なダート競走の体系整備が行われる前から南関東地区の3歳最強馬決定戦として
親しまれており、TCKの重賞としては東京大賞典と並びもっとも長い歴史を持つ伝統あるレー
スです。

帝王賞
（JpnⅠ）
●7月2日（水）
●2,000m

国内外で活躍してきた実力馬が一堂に会する、上半期の
ダートチャンピオン決定戦です。第1回が施行されたのは昭
和53年で、第1回から第8回（昭和60年）までは2,800m
のコースを舞台に争われていましたが、第9回（昭和61年）
からは2,000mのコースで施行。また、第18回（平成7年）
までは4月に施行されていたものの、第19回（平成8年）以
降は施行時期が6月中旬～6月下旬に改められました。な
お、JRA所属馬が出走可能となったのは、中央競馬招待競
走として施行されるようになった第9回（昭和61年）から。
第20回（平成9年）以降はダートグレード競走のJpnⅠとし
て施行されています。

サンタアニタトロフィー
（SⅢ）
●7月16日（水）
●1,600m

南関東所属のトップホースによって争われる、古馬短距離
路線のハンデキャップ重賞。友好交流提携を結んでいるサ
ンタアニタパーク競馬場との交換競走です。なお、サンタ
アニタパーク競馬場ではGⅢの「TOKYO CITY CUP」が
行われています（令和6年度は出走頭数が揃わなかったた
め実施されず）。現在の名称となったのは第17回（平成8
年）からであり、第16回（平成7年）以前は「関東盃」の名称
で施行されていました。

優駿スプリント
（SⅡ）
●7月17日（木）
●1,200m

南関東所属の若駒によって争われる、3歳短距離路線のSⅡ
競走。この世代を代表するスピード自慢が揃ううえ、3歳
ダート三冠競走や南関東3歳牝馬クラシック三冠競走の路
線から転戦してくる馬も珍しくなく、バラエティに富んだ出
走メンバーにも注目です。第1回（平成23年）から第13回
（令和5年）までは6月下旬に施行されていましたが、全日
本的なダート競走の体系整備に伴い、第14回（令和6年）
以降は施行時期が7月上旬～7月中旬に改められました。

7月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

浦　　　　　和

船　　　　　橋

川　　　　　崎

1 2 3 4 5 6 7 8 9

船橋競馬開催

大井競馬開催

サンタアニタトロフィー
優駿スプリント

昼間・薄暮開催トゥインクルレース開催

川崎競馬開催

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

大井競馬開催大井競馬開催

船橋競馬開催

浦和競馬開催

6月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

浦　　　　　和

船　　　　　橋

川　　　　　崎

1 2 3 4 5 6 7 8 9

船橋競馬開催

大井競馬開催

東京ダービー

昼間・薄暮開催トゥインクルレース開催

川崎競馬開催

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

大井競馬開催

船橋競馬開催

浦和競馬開催

帝王賞


